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○民法 

・ｐ１８，１９ 

 ｐ１８の上部に『代位行使者は「当事者」を代位するので「第三者」に当たらない』

と書いてあります。これは、ローの授業で４２３条によってＢに代位したＡは当事者の

地位を利用する以上「第三者」として扱われるという説明を受け、授業終了後に書きと

めたものです。授業内容を反映させたものです。 

 ｐ１９の２つの付箋は、９４条２項と１１０条の法意の判例（ｓ４５，１１，１９）

と９４条２項と１１０条の類推適用の判例（Ｈ１８，２，２３）のそれぞれの考え方を

図式化したものです。多くの受験生が苦手とするところですし、私も苦手としていたも

のですが、学部時代の授業で教授が説明されていたものを図式化し、教授に見せて確認

をして頂いたものです。理解が難しい判例の図式化はよくやっていました。 

・ｐ４８，４９ 

 カタカナのトを○で囲っているのは「登記」の略です。登記の要否を論点ごとに色分

けして書いて一目で分かるようにしました。 

 ｐ４９の付箋は相続と登記のポイントをまとめたものです。遺産分割と登記、遺贈と

登記の論証と関連しています。演習書でもよく見かける有名論点の割には理論的根拠を

難しく、かつ論証集の記載が不十分だったため自分で補いました。家族法演習ノート（弘

文堂）のｐ３９４を参考にしたものです。 

・ｐ５６，５７ 

 ｐ５６の付箋はｓ４１，５，１９判決の判例の射程をまとめたものです。百選判例の

判例の射程を聞く問題はこれまでに出題されてきたので、その出題に備えたものです。 

 同じくｓ４１，５，１９の論証の下に小さく「※この判例の結論は、共有者の１人か

ら占有権原を得た第三者との関係でも妥当する cf,パーフェクトｐ４４１のエ」とあり

ます。これは短答パーフェクト（辰巳法律研究所）の解説にあったものです。論文と短

答には互換性がありますから、短答用教材の記載でも論文用に押さえておくべきだと思

えば論証集に一元化しました。 
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 ｐ５７の付箋は、留置権を第三者に対抗できるかのメルクマール（分水嶺）をまとめ

たものです。２９５条の要件を満たし留置権が成立するかがメルクマールなのですが、

時間のない直前期でも一目で見返せるよう図式化しました。なお、図式中の矢印の横に

６０１や５５５と書いてありますが、これは賃貸（６０１条）、売買（５５５）のことで

す。 

・ｐ８２，８３ 

 ｐ８３の上の方に貼ってある付箋は、ＨＢ第五版では掲載されていなかった損害軽減

義務についてまとめたものです。 

 右の方にある小さな付箋は、４１５条の損害賠償請求権の成否を論じるときの注意点

です。必ず①から③の順で論じることを心がけるためにまとめました。スルーされがち

ですが、多くの判例や新試の優秀答案でもこの流れで書かれています。答案の書き方が

重要だというのは多くの合格者が指摘するところですが、これは答案の書き方の１つの

例といえます。このように、答案の書き方は本試験で点数を稼ぐために非常に重要なの

で意識的にまとめていました。なお、これは会社法４２３条や４２９条など、他の任務

懈怠や義務違反にも当てはまります。 

・ｐ１２４，１２５ 

 ｐ１２４の２つの黄色い付箋は、それぞれ賃借人と賃貸人が負う義務をまとめたもの

です。誰にどんな権利義務があるのかは論文を解くにあたって出発点となることがある

ので、普段から意識していました。 

 青い付箋は採点実感のうち使えそうな部分を抜き出したものです。「エ、過去問との付

き合い方 （イ）採点実感利用法」で説明したものです。 

 ｐ１２５の論証で終了時説にバツがついているのは、判例と異なる学説である終了時

説を覚える必要が無いと判断したからです。判例と異なる学説であり、かつその学説を

採用しない場合はバツをつけるなどして読む範囲を絞ることも重要です。 

 


